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都市緑化意識の啓発及
び普及事業

都市公園の利用促進事
業

都市公園の管理の受託
運営事業

緑の相談所の設置、グリーンフェスタ
の開催、緑化普及に関する参考文献
の収集

各種イベントの開催、講習会・展示会
等の開催、印刷物・ＨＰ等での広報活
動

笛吹川フルーツ公園、曽根丘陵公園
及び富士川クラフトパークの維持管理
受託事業

30,000

山梨県
出資額
30,000

8 千円 ％

6 千円 0.0
0.0
0.0

千円 ％

0.0
0.0

千円 0.0 ％

千円

％
％

千円 ％

％

千円
千円
千円
千円

出資比率

所管部（局 ）課

電 話 番 号

E-mail ア ド レ ス

設 立 年 月 日
出資者名

理事長 小野 忠（土木部長）

山梨市江曽原１４８８

http://www.fuefukigawafp.or.jp
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土木部 都市計画課
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主な事業名 内容 H１７年度 H１８年度
事業費（単位：千円）

H１６年度

都市公園を拠点に、それを有効に活用しながら本県の都市緑化の推進や公園利用の促進、公園のテーマに
添った事業を展開するとともに、都市公園の効率的な管理運営を行い、うるおいのある生活環境の形成と県
民福祉の向上に寄与することを目的とする。平成１８年４月から笛吹川フルーツ公園、曽根丘陵公園及び富
士川クラフトパークの指定管理者となったが、引き続き上記設立目的の達成のため、都市緑化意識の啓発及
び普及事業や果樹に関する展示及び消費者への普及に関する事業等を実施していく。

その他 千円 ％団体（者）

1 1 2 11 2 1



【経営の状況】 （単位：千円）
１６年度 １７年度 １８年度 増減（１８－１７）

11 5 8 3
0 0 0 0

2,662 2,895 0 △ 2,895
408,892 415,176 415,859 683
69,334 75,473 97,216 21,743
13,887 0 0 0

1 1 332 331
494,787 493,550 513,415 19,865

8,053 8,101 8,063 △ 38
502,840 501,651 521,478 19,827
113,790 114,892 76,522 △ 38,370
380,949 378,696 424,865 46,169
494,739 493,588 501,387 7,799

48 △ 38 12,028 12,066
8,101 8,063 20,091 12,028

（単位：千円）
１６年度 １７年度 １８年度 増減（１８－１７）

56,351 145,279 154,881 9,602
35,144 36,561 43,346 6,785
91,495 181,840 198,227 16,387
41,113 129,673 128,021 △ 1,652

0 0 0 0
3,988 4,482 9,470 4,988

0 0 0 0
45,101 134,155 137,491 3,336
46,394 47,685 60,736 13,051
30,000 30,000 30,000 0

うち基本財産以外の正味財産 16,394 17,685 30,736 13,051
うち当期正味財産増減額 286 1,291 13,051 11,760
その他積立金等 16,108 16,394 17,685 1,291

（単位：千円）
１６年度 １７年度 １８年度 増減（１８－１７）

0 0 0 0
人件費（派遣法）補助金 7,738 0 0 0
人件費（派遣法以外）補助金 71 0 0 0
人件費以外の補助金 2,956 0 0 0

10,765 0 0 0
3,122 0 0 0

13,887 0 0 0
人件費（派遣法）委託金 48,799 56,419 0 △ 56,419
人件費（派遣法以外）委託金 62,108 52,815 0 △ 52,815
人件費以外の委託金 297,985 305,942 415,859 109,917

委託金 計 408,892 415,176 415,859 683
422,779 415,176 415,859 683

85.4 84.1 81.0 △ 3
0 0 0 0
0 0 0 0

【県の財政的関与の内容・目的】
項目 内容・目的

補助金
（事業費）

債務負担行為

該当なし

該当なし

補助金
（運営費）

該当なし

委託金
笛吹川フルーツ公園、曽根丘陵公園及び富士川クラフトパークの維持管理運営業務に対する
委託金

県の財政的関与の割合（％）

うち基本財産等

収
支
状
況

財
務
状
況

県
の
財
政
的
関
与
の
状
況

固定負債
うち長期借入金

負債 計
正味財産

固定資産
資産 計

流動負債
うち短期借入金

当期収支差額 ①－③
次期繰越収支差額 ②－③

項 目
流動資産

収入 計 ②
人件費
その他の支出

当期支出 計 ③

補助金収入
その他の収入

当期収入 計 ①
前期繰越収支差額

会費収入
寄付金収入
受託事業収入
自主事業収入

県貸付金残高
県債務負担実際残高

項 目
基本財産運用収入

県支出金 計

運営費補助金
事業費補助金

補助金 計

項 目
負担金



【自己評価・評点集計】：（経営評価算出表により、法人自らが評価した結果を記入）

評価の視点 評価項目数 満点 評点 得点率

目的適合性 5 20 17 85.0%

計画性 5 20 19 95.0%

組織運営の
適正性 4 16 13 81.3%

財務状況 11 44 36 81.8%

効率性 8 32 24 75.0%

合計 33 132 109 82.6%

【警戒指標】

【出資法人の自己評価】：（各評価の視点毎に、法人自らによる分析・検証の結果及び対応策を記入）

対応策

今後も高い評価を維持できるよう留意しながら、健全な組織運営を行っていく。

人員構成は適当であり、業務チェック及び情報公開も適切に運用・実施している。

警戒指標もなく、財務状況はほぼ良好である。

必要最小限の人員配置であり、また主な収入源も県からの委託料であるため、人件費率や職員１
人当たり売上高については高い評点が得られにくい状況であるが、評価は概ね良好といえる。

公社設立以来、うるおいのある生活環境の形成と県民福祉の向上に寄与することを目的に各種
事業を実施してきた。計画性や組織運営の適正性をはじめ総合的にも高い評価となっており、組
織運営としては良好であるといえる。

財務状況

効率性

総合的評価

出資法人の経営の安全性や収益性を問う視
点

出資法人の組織の管理運営上における人
的・物的な経営資源が有効活用されているか
を問う視点

評価ポイント

出資法人が当初の設立目的あるいは公益目
的と適合した業務を行っているかを問う視点

出資法人が長期的ビジョンを持って計画的に
事業運営に取り組んでいるかを問う視点

組織・人事・財務等の内部管理体制が適切
に整備、運用され、かつ情報公開による透明
性の確保が適切であるかを問う視点

目的適合性

計画性

組織運営の
適正性

当初の設立目的は今も変わらず必要性が高く、その目的達成のための各種事業も効果的に実施
している。

基本方針をはじめとする各種計画を策定し、計画的に事業運営に取り組んでいる。

経営評価レーダーチャート
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【法人担当部局の所見】：（法人所管部局による各評価の視点毎の分析、評価）

【総合評価】：（経営評価委員会、経営評価アドバイザーによる総合評価）

【総合所見等に対する今後の対応方針】
・都市公園の管理・運営にあたっては、利用者のニーズを踏まえ、安全かつ快適な環境を提供するとともに、
経費削減や事務の効率化を図っていく。
・全ての評価項目において高い評点であることから、今後も高い評価を維持していくための組織運営に努めて
いく。
・出資法人改革推進プランへの対応については、県関与の縮小や民営化等を検討した結果、法人の設立目的
は達成されたとの判断から、指定管理期間終了（平成２１年３月）後解散することが理事会で決定された。

総合的所見

※ランク下
の％は得点
率による概
ねの目安で
あるが、総
合的に評価
するため、
得点率とは
必ずしも一
致 し な い

・県立都市公園の管理運営を主目的に設立された法人であり、平成１８年４月からは笛吹川フ
ルーツ公園、曽根丘陵公園及び富士川クラフトパークの指定管理者となり、利用者サービスの向
上や経費削減など更なる運営努力が必要となっている。
・指定管理者制度導入で収益確保も可能となったことから、各評価項目は、全て平均水準以上に
あり全体的に見ても概ね健全な経営状況にあるといえる。今後も、利用者ニーズを的確に把握
し、さらなる魅力アップに向けた経営努力が求められる。
・一方、出資法人改革推進プランにおいては、県関与の縮小、民営化等の検討を行うこととされ
ていることから、改革のタイムスケジュールに基づき検討を行い、一定の方向性を決定し、その
実現に向けた取組を進める必要がある。

Ａ
（７５％～）

Ｂ
（６０％～７５％）

Ｃ
（５０％～６０％）

Ｄ
（～５０％）

目的適合性 概ね設立目的に適合している。アンケート調査を実施し、調査結果を受け、苦情等には即座に対
応し、好評だった事項についてはさらなる充実を図る必要がある。

計画性 各種事業計画を策定し、定期的に見直しを行っており適正である。

組織運営の
適正性

人員構成は昨年度から一般職を２人減らし運営効率を図っている。
各業務規程が整備されていて、理事会・評議会も定期的に開催されている。
事業の活動内容や財務情報等をホームページで公開しており適正である。

財務状況 指定管理者制度導入後も、財務状況はほぼ良好である。

今後更なる
改善、見直
しを行うべき
視点

目的適合性 計画性 組織運営の適正性 財務状況 効率性

効率性 本来営利を目的として法人ではないため、評点が低い指標があるが、指定管理者制度導入に伴
い自主事業収入の増により効率性が向上している。

総合的評価 概ね良好な評価結果である。
今後もアンケート調査結果を分析し、さらに入園者の声に応えていく必要がある。


